	
	基本発問と予想される児童の反応
	指　導・援　助

	導
入
	◇シロクマの自立について考えさせ、価値への方向付けをする。
○「今日の主人公はシロクマのクウです。クウもお母さんと離れて生きていかなくてはなりません。どんなことができるようにならないといけないと思いますか。」

・ごはんを食べる。　
	・資料理解と価値への方向付けをする。

・シロクマ親子の写真を見せる。２歳で独立して自分で生きていかねばならない現実を伝える。
・自分一人で生きていくにはどういう努力が必要か、主人公を通して想起させる。　

	展　
開
前
段

	◇資料提示（ペープサートによる提示）をする。
○「ねえ、おかあさんとってよ。」と言ったとき、クウはどんな気持ちだったでしょうか。
・うまくいかないから、もう嫌だ。
・お母さんがいるから平気だ。
・どうしてうまくいかないのだろう。
・疲れたなあ。

○「あ―あ・・・。」とすわりこんでしまったとき、クウはどんな気持ちだったのでしょうか。

・寒いし、腕も痛いよう。あきらめよう。

・お母さんに代わりにやってもらいたい。

・何とか自分一人の力でとりたいな。

・ぼくも一人前になりたいんだけど。
○クウは「よし！」と立ち上がったとき、心の中でどんなことをつぶやいていたのでしょうか。
・おかあさんが応援してくれている。

・あきらめたら、ぼくは死んじゃうかもしれない。
・自分も一人前のシロクマになれるように、頑張らなければいけない。

◎一人で魚がとれたとき、クウはどんな気持ちだったのでしょうか。
・お母さんも喜んでくれる。

・自分一人の力でできて嬉しい。

・途中であきらめかけたけど、頑張って、よかった。
	・主人公の気持ちに重ねて考えさせるために、ペープサートで動きを取り入れ、丁寧に演じる。児童の表情や様子を観察する。

・魚を上手にとることができない時のクウの気持ちを考えることを通して、うまくいかない悲しさやいらだち、母親に甘えたい気持ちに共感することができるようにする。

・「なんども　なんども」を繰り返し演じる。
・「あきらめよう。だって・・・」、「がんばろう。だって・・・」という考えの・・・の部分を丁寧に取り上げ、多様な考え方を引き出して話し合わせるようにする。
・母親の言葉から、自分ががんばらないと自分が困るから苦しくても一人前になるにはやり抜くしかないことを知り、がんばろうと決意するクウの気持ちに気付かせる。

・最後までやり切った喜びをおさえる。

・できたときのうれしい気持ち、自分の成長を実感する気持ち、次も実践したいという気持ちなど、多様な思いがあることに気付かせるために、ペアによる話合いを行わせる。

	展
開
後
段
	○これまでに難しかったけど、あきらめずにやり抜いたこと、やり続けていることはありますか。しっかりできたとき、どんな気持ちになりましたか。
・ぼくは算数の宿題をやっていたら、わからない問題があって、考えてもわからなかったので、明日先生にきこうと思ったけど、やっぱり自分でできるようにしたいと思って、教科書をみてやったらできて、気持ちよかったし、うれしかった。
・わたしは体育のなわとびでうしろとびが連続１０回跳べるようにするために、毎朝練習しています。３回までは連続で跳べるけれど、４回目でいつもひっかかってしまって、やめたくなってしまった。でも、あきらめずに１０日間続けたら、１０日目に７回跳べた。そしてその次の日１０回跳べた。がんばってやってよかったです。
	・あきらめずにしっかりできた時の気持ちを書く。

・児童の生活の中からいくつかの場面や事柄等を具体的に思い起こさせるようにする

・「わたしたちの道徳」P24・25を活用し、家の人への事前インタビューなどをしておき、机間指導で振り返らせたい具体的な場面を提示する。

	終
末
	◇教師の説話

	・あきらめずにやりきったからこそ、できた時の喜びがある素晴らしさに触れ、自分の実践への意欲を喚起する。


２　学習指導過程

【深めの発問】お母さんに魚を獲ってもらった時と同じうれしさでしょうか。





●言語活動の充実


「よし！」の場面をクウとお母さんの役で演じ、苦しくても一人前になるにはやり抜くしかないことを知り、頑張ろうと決意するクウの気持ちに気付くことができるようにする。








